
岩医大歯誌　6巻1号　1981

　　　　　　　　　　文　　献

　1）Dan　Dayan，　Raffaele　David　and　Amos

Buchner：Lipofuscin　in　human　tongue　muscle，

JoμrnαZ　（ヅOrαZ　Pαオカo膓ogy，　8　：121－125，1979．

　質　問：鈴木　 隆（口生理）

　1）Lipofuscinの化学的性状の特徴

　2）Lipofuscin沈着の病理的意義をお教え下さ

いo

　質　問：石川富士郎（歯矯正）

　ご研究の中で，舌の尖，体および根の3つの部分

に分けてLipofuscinの量をお調べにより，他方全体

的に高年齢になるにおいてその量が多いとのことで

すが，それでは，これら両者間での特徴はないのです

か。

　回　答：佐藤方信（口病理）

　鈴木先生への回答

　リポフスチンは脂質に関係するものとしてHueckに

より名づけられ，これまで人体の種々の器官および組

織で検索され，加齢とともにその量が増加するといわ

れている。またこれは水はもちろん，一般の有機溶剤，

過酸化水索，過マソガン酸カリ溶液，薄い酸，アルカ

リなどに不溶で紫外線で黄色の螢光を発し，PAS染

色で赤紫，Massoll　Fontana染色およびSudan　Black

染色で黒色に染色される。鉄反応は陰性である。

　石川先生への回答

　加齢にともなうポフスチンの増加は舌内での分布に

関して特別の傾向はみられない。

演題4　反対咬合症例の被蓋改善後の顎顔面の変化に

　　　関する研究

。近野茂安，中野廣一，八木　 實

三浦　廣行，亀谷　哲也，石川富士郎

岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座

　反対咬合の治療では，単に前歯逆被蓋の改善をする

だけでなく，その後も顎顔面の成長過程を長期に亘っ

て観察してゆく必要がある。今回演者らは反対咬合症

例の被蓋改善後における顎顔面形態の変化について，

その被蓋改善の時期と顎態（skeletal　relationship）

の違いから検討した。

資料：岩手医科大学歯学部附属病院矯正歯科で治療を

行った反対咬合症例のうち，前歯被蓋の改善を混合歯

咬合前期で行ったもの52例，後期で改善させたもの33

71

例を用いた。これら症例の被蓋改善前とその後の歯・

顎・顔面頭蓋の累年的変化について，頭部X線規格写

真から検討した。また顎態については，∠ANB＞0

をskeletal　I群，∠ANB≦0をskeleta皿群とした。

成績：skeletal　I群においては上顎の前方発育は良好

であった。下顎は被蓋改善時後退し，その後混合歯咬合

前期に被蓋改善がされたものは，下顎は下方へと変化

した。また後期において改善したものは，被蓋の改善後

に下顎は前方よりも後方へと移動した。被蓋改善時，

上顎切歯は唇側に，下顎切歯は舌側に傾斜して，その

後における変化は殆んど認められない。skeletal皿群

では，上顎の発音はskeletal　I群と比べて劣っていた

が，混合歯咬合前期で被蓋改善を行ったものでは，改

善時に若干の前方成長が期待できた。下顎は改善時，

一旦後方に移動し，その後は累年的に前方位をとって

いた。また改善時，上顎切歯軸は唇側に，下顎のそれ

は舌側に強く傾斜したが，その後はあまり変化してい

ない。一方，後期に被蓋改善を行ったものでは，下顎の

後方移動量は極めて少なく，被蓋改善の機転は前歯歯

軸の傾斜におおうことが大きい。その後，下顎の前方

への成長に伴って，上顎切歯の唇側傾斜と下顎前歯の

舌側傾斜が強まっていた。

まとめ：上顎の発育不全（劣成長）を疑わせる反対咬

合の症例では，積極的な上顎の成長誘導を早期から一

貫した咬合管理下のもとで，進めなければならないと

考えられた。

　追加：石川富士郎（歯矯正）

　非常に治療対象として多い反対咬合において前歯逆

被蓋が改善した後の顎態の変化を極めて長期間に亘っ

て経過観察して得たものです。これも開科して15周年

になってこそ報告できることです。本研究をとおして

臨床的指針としては反対咬合例で上顎の劣成長をもつ

ものではこれを早期に矯正治療を行うべきであり，上

顎の劣成長と下顎の成長によるSkeletal皿のものでは

例え前歯被蓋が改善していてもその主な変化は上下前

歯軸の改善によって得られているものであることを知

っておきたい。

演題5　矢巾地区，

　　　について

昭和55年度就学時の歯科健康診断

。湯山　幸寛，本田　和雄，亀谷　哲也

石川富士郎

岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座


